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 この��を�⽰すると�のようになります。
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 ⽣活保�制度の相�・申�は，�まいのある地域を��する��事
��の⽣活保�担当が�⼝となります。そこで⽣活保�制度の��を
⾏うとともに，⽣活���金，各種��保��策等の活⽤について�
�します。
② 保�の申�

 ⽣活保�を申�した場�には，保�の決�のために⽣活状況等を把
�するための�地�査（���問等），預�金・保�・不動�等の�
��査，扶�義�者による扶�（仕�り等の援助）の可否の�査，年
金等の��保��付・�労��等の�査，�労の可�性の�査等の�
査を��します。

 �⽣労働⼤�が�める基�に基づく��⽣活�から��（年金や�
労��等）を�いた�が保��として�⽉��されます。  ⽣活保�
の受�中は，��の状況を�⽉申告することになります。 �帯の��
に�じて，��事��のケースワーカーが年�回の�問� 査を⾏いま
す。�労の可�性のある者については，�労に向けた助� や指�を⾏
います。

正により�更するものではありません。  また，保�の申�は，保�を必�

とする��かその者の扶�義�者�はそ の者と同�している��に�られて

おります。したがって，これ��の，い わゆる他�には，申�する��は�

められておりません。  しかしながら，�識不�の単���などの場�にま

でこの�則をつらぬき ますと，��の状�にありながら必�な保�が⾏われ

ないということにもな りかねませんので，このような場�には��事��の

��で保�を⾏うこと ができることになっています。このように��事��

が⼀�的に��で⾏う 保�を，��保�と呼んでいます。

＜⼀⼝メモ＞

⽣活保�の⼿�きの流れ

① 事前の相�

③ 保��の��

 ⽣活扶助は，��のため���度の⽣活を�持することのできない者

に�して，左に掲げる事項の範囲内において⾏われる。

１  ��その他⽇常⽣活の需�を�たすために必�なもの

２ ��
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 保�は，その内�によって， ８ 種�の扶助に�けられています。すなわち，

⑴ ⽣活扶助，⑵ ��扶助，⑶ �宅扶助，⑷ �療扶助，⑸ ��扶助，

⑹ ��扶助，⑺ ⽣業扶助 �び ⑻ ��扶助の ８ 種�です。  ��⽣

活を�む上では，��だけでなく，いろいろな��が必�となりま すから，扶

助もこれに�じて��されています。各々の扶助の内�がどうい うものである

かは，�律によって��されています。これについては，�別 な��は�しな

いと思いますので，��の��を�にあげておきましょう。 ⑴ ⽣ 活 扶 

助

２  保�の種�と範囲 

�１２�

保�が受けられる場�

保�が受けられない場�

� � ⽣ 活 �

��が��⽣活�を上回るため，保�は受け
られません。

�  �

� � ⽣ 活 �

��が��⽣活�を下回るため，その不⾜�
のみ保�が受けられます。

�  � 保��

　最低生活費と収入との対比

�2 
保�とはどのようなものか

 保�を受けるときには，その前提�件として，��，�⼒を活⽤し，さら

に�的扶�，他の�律による�付を優先して活⽤し，それでもなおかつ⽣活

に��する場�に保�が⾏われることは前に�べたとおりです。 

では，�体的にどのようなときに，どのような��で，どのような内�の

保�を受けることができるかについて，�に�べることにします。

 保�は，⾃�の��だけでは��⽣活を�むことのできない者に�して，

��⽣活を保�するのですから，まず，どのような��状�のときに��⽣

活を�めないものとするかを決める��基�が必�です。⽣活保��では，

この��基�を，「①保�は，�⽣労働⼤�の�める基�により測�した�

保�者の需�を基とし，そのうち，その者の金��は物品で�たすことので

きない不⾜�を�う�度において⾏うものとする。②基�は，�保�者の年

�別，性別，�帯構成別，�在地域別その他保�の種�に�じて必�な事情

を�慮した���度の⽣活の需�を�たすに⼗�なものであって，且つ，こ

れをこえないものでなければならない。」（��８�）と��しています。こ

れを�い�えますと，保�は，�⽣労働⼤�の�める基�（これを保�基�

と呼びます。）によって��⽣活�を�算し，これとその者の��とを��

して，その者の��だけでは��⽣活�に�たないときに，はじめて⾏われ

１  保�の�否 

生活保護制度の「今」をすばやく理解！　生活保護制度の「今」をすばやく理解！　
　　　　　　　　　実務に役立つハンディな一冊　　　　　　　　　実務に役立つハンディな一冊

●自治体担当職員、民生委員・児童委員はもとより、高齢者の生活に寄り添う●自治体担当職員、民生委員・児童委員はもとより、高齢者の生活に寄り添う
　　ケアマネジャーにも。簡潔な解説で実務をサポート！ケアマネジャーにも。簡潔な解説で実務をサポート！

●＜一口メモ＞の解説や図表・グラフによる最新の統計データが充実。●＜一口メモ＞の解説や図表・グラフによる最新の統計データが充実。

●令和6年度版では「生活困窮者自立支援法等の一部を改正する法律」の公布　　●令和6年度版では「生活困窮者自立支援法等の一部を改正する法律」の公布　　
　に伴い内容を見直し。　に伴い内容を見直し。

●お求めやすい価格で、一人に一冊を実現。●お求めやすい価格で、一人に一冊を実現。
　　研修・説明会の資料として、大学講義用テキストとして最適！研修・説明会の資料として、大学講義用テキストとして最適！
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生活保護制度研究会　編集
定価550円（本体：500円＋税10％）
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申 � 書〈�⼀��刊〉
書  � 価� ��

 ⽣活保�のてびき 令和６年度� [040071] �価 550円(�体�500円+�10％)    �

精� ⽣活保��⽤�例�［078790］ �価 3,740円(�体�3,400円+�10％) � 

� � い

 ＊代金��⼿�料について
  ⼀回あたりのご購�金�
 （�品の��価�+�料）の��が

 1万円�下の場�、330円（��）  ＊�料・代�き⼿�料を�む��金�は、
  �品のお�時に配�業者に現金でお��いください。
  その�、クレジットカードはご利⽤いただけません。

 3万円�下の場�、440円（��）
 10万円�下の場�、660円（��）

ご��
〒      ―

ご��� �署�

ﾌﾘｶﾞﾅ
ご��                    �  

TEL        ―        ―

E-mail          ＠

【資料】
　被保護世帯数、人員及び保護率の年次推移
　都道府県・指定都市・中核市別保護率・被保護人員・世帯数（令和４年度）
　保護施設の種類別施設数及び在所者数の推移

１　世帯認定の仕方
　　〈一口メモ〉生活保護の実施機関
２　保護基準の考え方と現状

＊弊��お申し�みいただく場�、⼀回のご��でお�け先が⼀箇�、お買上げ��金�5,000円(��)�上のご��は、国内配�料サービスと
 いたします。また、お買上げ��金�5,000円(��)未�のご��については、国内配�料550円(��)にてお�けいたします。
＊消��は申�⽇時の�⽤�率に�ります。

この申�書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下��お�りく
ださい。
■�先
〒107-8560
東�都��南⻘�2-11-17
�⼀��株式��

FAX�0120-302-640

書��
◎上�のとおり申し�みます。代金については、�に⽰す��にて��います。
 ＊現在、弊�とお��のないお��につきましては、代金��にてお��いをお願い申し上げます。
 （いずれかを✔で�択ください）□ 代金��により��います。 □ 現品�����書により��います。

年   ⽉   ⽇

＜お��の個�情�の��いについて＞
お��よりお預かりした個�情�は、�品や��書等の発�・アフターサービス、弊��品・サービスのご�内などの⽬的のために利⽤させていただきます。また、お��の個�情�は、弊�
ホームページに掲�のプライバシーポリシーに基づき�切に�り�います。なお、個�情�についての照�、�正・削�・利⽤�⽌を希�される場�、その他お問い�わせにつきましては、お
問�せフォーム（https://www.daiichihoki.co.jp/support/contact/contact.php）もしくはフリーダイヤルにてご��ください。フリーダイヤル■TEL 0120-203-696 ■FAX 0120-202-974 保�（６）（040071）2024.7

� ⽤

� ⽤

□

□

第１　生活保護制度のあらまし
１　わが国の公的扶助制度の歩み
　　〈一口メモ〉公的扶助
２　生活保護制度の目的
３　生活保護制度の基本原理
　　〈一口メモ〉自立支援プログラム
　　〈一口メモ〉扶養義務者に関する規定
　　〈一口メモ〉公的年金と生活保護
４　生活保護実施上の原則
　　〈一口メモ〉生活困窮者自立支援制度
　　〈一口メモ〉生活困窮者自立支援法等の一部を改正　　　
　　　する法律（令和６年法律第21号）の概要

第２　保護とはどのようなものか
１　保護の要否
２　保護の種類と範囲
　　〈一口メモ〉わが国の社会保障制度
３　保護施設と日常生活支援住居施設
　　〈一口メモ〉貧困ビジネスの規制と日常生活支援
４　保護の申請
　　〈一口メモ〉生活保護の手続きの流れ

第３　保護の要否判定の仕方

３　収入認定の考え方
４　最低生活費と収入認定の具体的計算の方法
５　就労自立給付金
６　被保護者就労支援事業
　　〈一口メモ〉被保護者就労準備支援事業

第４　被保護者の権利と義務
１　被保護者の権利と義務
　　〈一口メモ〉生活保護受給者の健康管理支援について
２　保護の費用の返還と徴収
３　行政上の不服申立て・行政事件訴訟

第５　生活保護制度における最低生活費の
　　　算出方法（令和６年４月）

第６　収入認定額の計算の仕方
［参考］
　１　市町村の級地一覧表（令和６年４月１日現在）
　２　最低生活保障水準（月額）の具体的事例
　　　（令和６年７月時点）

関連図書の関連図書の
ご案内ご案内

精選　生活保護運用実例集　大山典宏　編著　A5判・986頁
定価3,740円（本体3,400円＋税10％）

全国６自治体の運用実例集を網羅的に収集し、問答を精選・整理した行政実務書。
収録実例数は約800問で、具体的な判断基準を示した幅広いケースを収録。
生活保護担当職員・ケースワーカー必携の一冊！

適所に〈一口メモ〉と「保護の動向」（グラフ）を掲載適所に〈一口メモ〉と「保護の動向」（グラフ）を掲載
生活保護制度をわかりやすく解説した手引書の最新版！生活保護制度をわかりやすく解説した手引書の最新版！


